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終
電
繰
り
上
げ
で
夜
間
作
業
を
効
率
化

２
０
２
１
年
３
月
13
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
、
各
鉄
道
事
業
者
は
終
電
繰
り
上
げ
を
実

施
し
、
首
都
圏
の
鉄
道
各
社
も
終
電
の
時
刻

を
見
直
し
た
。
折
し
も
コ
ロ
ナ
禍
で
発
令
さ

れ
た
２
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
下
（
東
京
・

埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
の
1
都
3
県
で
は
1

月
7
日
～
３
月
21
日
）
で
あ
り
、
首
都
圏
の

鉄
道
各
社
は
、「
夜
間
の
外
出
自
粛
」
を
呼

び
掛
け
る
国
や
自
治
体
の
要
請
を
受
け
、
1

月
20
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
終
電
時
刻
を
前

倒
し
し
て
繰
り
上
げ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、
終
電

を
繰
り
上
げ
て
夜
間
作
業
の
時
間
を
拡
大

し
、
鉄
道
施
設
の
整
備
・
保
守
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
現
場
の
労

働
負
荷
の
軽
減
な
ど
を
大
き
な
狙
い
と
し

た
。
鉄
道
会
社
の
現
場
作
業
が
近
年
課
題
と

し
て
い
た
「
作
業
従
事
者
の
働
き
方
改
革
」

を
推
進
す
る
た
め
で
あ
る
。

東
京
都
心
部
を
中
心
に
９
路
線
を
有
す
る

東
京
メ
ト
ロ
で
も
全
路
線
で
終
電
時
刻
の
繰

り
上
げ
を
行
っ
た
。
相
互
直
通
運
転
を
行
っ

て
い
る
他
社
線
と
の
接
続
を
考
慮
し
、
都
心

部
に
お
け
る
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
十
分
に

構
築
で
き
る
繰
り
上
げ
時
間
を
設
定
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
や
駅
ご
と
に
異
な
り
、
短

い
と
こ
ろ
で
は
銀
座
線
渋
谷
方
面
行
き
の
浅

草
駅

－

上
野
駅
で
１
分
程
度
、
最
大
で
は
千

代
田
線
（
綾
瀬
・
北
綾
瀬
方
面
行
き
）
の
北

千
住
駅

－

綾
瀬
駅
で
16
分
程
度
と
幅
が
あ
る

が
、
概
ね
10
分
程
度
の
繰
り
上
げ
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
様
式
の
変
化

で
、
利
用
者
の
利
便
性
が
大
き
く
損
な
わ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
終
電
繰
り
上
げ
に
よ

り
、
終
電
後
か
ら
始
発
前
の
間
に
行
わ
れ
る

鉄
道
事
業
者
の
夜
間
工
事
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

作
業
の
時
間
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

鉄
道
本
部
電
気
部
電
気
企
画
課
の
前
薗
悟

課
長
補
佐
は
「
当
社
の
路
線
は
都
心
部
で
の

ト
ン
ネ
ル
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
夜
間
作

業
は
、
車
両
基
地
に
留
置
し
て
い
る
作
業
用

車
両
を
使
用
し
て
、
都
心
部
の
作
業
現
場
に

向
か
う
こ
と
が
多
い
。
終
電
後
か
ら
始
発
ま

で
の
間
に
行
う
夜
間
作
業
に
充
て
ら
れ
る
時

間
は
お
よ
そ
３
時
間
程
度
で
、
そ
の
う
ち
車

両
基
地
と
現
場
の
往
復
の
移
動
時
間
だ
け
で

１
時
間
～
１
時
間
半
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
。

現
地
で
の
作
業
時
間
は
非
常
に
短
く
、
そ
の

拡
大
は
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
」と
語
る
。

夜
間
作
業
は
、
各
現
業
区
か
ら
総
合
指
令

所
に
そ
の
日
の
作
業
登
録
が
な
さ
れ
、
総
合

指
令
所
が
全
て
の
夜
間
作
業
を
管
理
す
る
。

終
電
後
、
総
合
指
令
所
は
き
電※

を
停
止
し
、

レ
ー
ル
や
ま
く
ら
ぎ
、
道
床
な
ど
の
補
修
・

交
換
を
行
う
軌
道
保
守
工
事
や
軌
道
内
の
電

気
設
備
の
工
事
・
保
守
等
、
軌
道
内
に
立
ち

入
る
作
業
・
工
事
の
線
路
閉
鎖
作
業
開
始
を

受
け
付
け
る
。
各
現
場
は
き
電
停
止
を
確
認

※き電：線路や架線に流れる電力
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特
集
：
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
鉄
道
輸
送
と
サ
ー
ビ
ス

［
新
し
い
取
り
組
み
に
果
敢
に
着
手
す
る
鉄
道
事
業
者
の
「
い
ま
」］

鉄
道
の
施
設
整
備
や
保
守
・
点
検
作
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、

終
電
後
か
ら
始
発
列
車
運
行
ま
で
の
数
時
間
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

鉄
道
会
社
に
と
っ
て
夜
間
作
業
時
間
の
拡
大
は
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。

２
０
２
１
年
３
月
13
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
首
都
圏
の
鉄
道
各
社
は
終
電
時
刻
の
繰
り
上
げ
を

発
表
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
深
夜
時
間
帯
の
輸
送
客
減
少
も
理
由
の
一
つ
だ
が
、

そ
の
目
的
は
「
夜
間
作
業
時
間
の
拡
大
」
で
あ
る
。

終
電
繰
り
上
げ
は
夜
間
作
業
時
間
の
拡
大
を
実
現
し
、

近
年
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
作
業
従
事
者
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に
も
つ
な
が
る
。

路
線
の
多
く
が
都
心
部
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
作
業
の
制
約
も
多
い

東
京
メ
ト
ロ
の
夜
間
作
業
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
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特集：ニューノーマル・ウィズコロナの鉄道輸送とサービス
［新しい取り組みに果敢に着手する鉄道事業者の「いま」］

し
た
後
、
総
合
指
令
所
に
線
路
閉
鎖
作
業
開

始
、
必
要
に
よ
り
保
守
用
車
出
庫
連
絡
を
行

う
。
そ
の
後
、
各
現
場
へ
都
心
部
近
郊
に
あ

る
車
両
基
地
か
ら
作
業
用
車
両
が
30
～
40
分

か
け
て
移
動
し
、
現
場
で
の
作
業
を
行
い
、

作
業
後
は
ま
た
同
じ
時
間
を
か
け
て
車
両
基

地
に
戻
る
。
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
工
事
の
場
合

に
は
、
ホ
ー
ム
ド
ア
本
体
を
設
置
駅
に
車
両

で
搬
入
す
る
た
め
、
き
電
は
停
止
せ
ず
、
線

路
閉
鎖
作
業
開
始
を
連
絡
す
る
。

総
合
指
令
所
は
、
各
現
場
の
作
業
状
況
を

確
認
し
、
全
て
の
作
業
の
終
了
を
確
認
し
た

後
、
始
発
列
車
の
運
行
に
備
え
る
。

こ
う
し
た
工
程
で
各
現
場
が
作
業
時
間
に

確
保
で
き
る
の
は
正
味
60
～
１
０
０
分
程
度

で
、
時
間
の
制
約
が
厳
し
い
中
で
安
全
を
確

認
し
な
が
ら
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
る
。　

現
場
で
は
、
ま
ず
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
作
業
の
注
意
点
や
リ
ス
ク
の
確
認
、
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
の
対
処
状
況
を
確

認
し
た
後
、
作
業
を
開
始
す
る
。

作
業
中
は
、
監
督
員
が
作
業
の
中
心
部
で

監
督
を
し
な
が
ら
、
作
業
員
に
指
示
を
出
し

て
い
く
。
始
発
列
車
の
運
行
に
支
障
が
な
い

よ
う
、
そ
の
日
の
作
業
を
予
定
の
時
間
内
に

終
わ
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
、
時
間
と
安
全
に

十
分
配
慮
し
た
工
程
管
理
が
重
要
と
な
る
。

「
例
え
ば
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
の
夜
間
作
業

で
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に
、
１
線
す
べ
て

の
設
置
を
一
度
に
行
う
。
個
別
作
業
の
前
後

の
安
全
確
認
な
ど
に
少
し
の
時
間
で
も
プ
ラ

ス
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
重

要
に
な
っ
て
く
る
」
と
鉄
道
本
部
電
気
部
設

備
課
の
宮
田
和
雄
課
長
は
語
る
。

終
電
繰
り
上
げ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

10
分
は
作
業
効
率
だ
け
で
は
な
く
、
安
全
面

で
も
非
常
に
貴
重
な
時
間
で
あ
り
、
前
薗
課

長
補
佐
も
「
10
分
時
間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と

で
、
安
全
確
認
な
ど
に
も
時
間
的
な
余
裕
が

で
き
、
作
業
員
に
も
精
神
的
な
余
裕
が
生
ま

れ
る
。
作
業
従
事
者
が
よ
り
安
心
し
な
が
ら

作
業
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
説
明
す
る
。

作
業
従
事
者
の
負
荷
軽
減
の
可
能
性

東
京
メ
ト
ロ
で
は
近
年
、
さ
ら
な
る
安
全

性
向
上
お
よ
び
輸
送
サ
ー
ビ
ス
改
善
を
目
的

に
設
備
投
資
に
注
力
し
て
い
る
。
駅
設
備
等

に
つ
い
て
は
、
東
西
線
で
の
南
砂
町
駅
の
線

路
・
ホ
ー
ム
増
設
等
の
大
規
模
改
良
、
茅
場

町
駅
の
ホ
ー
ム
延
伸
等
の
大
規
模
改
良
、
飯

田
橋

－

九
段
下
の
駅
間
で
は
折
り
返
し
設
備

整
備
を
は
じ
め
と
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
改
善

を
目
的
と
し
た
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
駅
ホ
ー
ム
の
安
全
性
向
上
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
全
路
線
全
駅
で
２
０
２
５

年
度
ま
で
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
２
０
２
０
年
度
末
時
点
で
、
日
比

谷
線
・
半
蔵
門
線
・
東
西
線
の
一
部
を
残
し
、

ホームドアの設置工事。ホーム下からホームドアの固定を開始する

鉄道本部 電気部 設備課長

宮田和雄
Kazuo MIYATA
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全
線
の
82
％
で
整
備
完
了
と
な
っ
て
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
に
関
し
て
は
、「
地

上

－

改
札

－

ホ
ー
ム
」
の
段
差
を
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
ス
ロ
ー
プ
、
階
段
昇
降
機
、
車
い
す

対
応
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
解
消
し
た

経
路
「
1
ル
ー
ト
」
が
す
で
に
東
京
メ
ト
ロ

全
１
８
０
駅
中
98
％
で
完
了
し
て
お
り
、
現

在
は
、
老
朽
化
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
の
更
新
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
施
設
整
備
の
作
業
は
原
則
と
し

て
夜
間
に
行
わ
れ
、
信
号
保
安
設
備
や
電
車

線
、
駅
設
備
の
保
守
点
検
や
定
期
的
な
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
も
夜
間
に
実
施
さ
れ
る
。

夜
間
作
業
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
２
０
１
９
年
度
は
約
９
万
件
で
、
２
０

１
２
年
度
と
比
較
す
る
と
１
・
４
倍
と
な
っ

て
い
る
。
直
近
５
年
間
で
は
平
均
で
１
年
間

に
約
８
万
５
０
０
０
件
の
工
事
や
作
業
を
実

施
し
て
お
り
、
一
晩
に
約
２
０
０
件
程
度
、

総
勢
約
３
５
０
０
人
の
作
業
員
が
夜
間
作
業

に
従
事
し
て
い
る
。

「
定
量
的
に
計
算
す
る
の
は
難
し
い
が
、

10
分
の
終
電
繰
り
上
げ
に
よ
っ
て
、
工
事
・

作
業
の
総
量
か
ら
み
る
と
、
各
現
場
で
１
日

に
10
分
ず
つ
作
業
時
間
が
増
え
る
こ
と
は
非

常
に
大
き
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
積

み
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
的
に
工
期
が

短
縮
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
夜
間
の
工
事
や

作
業
は
従
事
す
る
人
た
ち
に
も
負
荷
が
大
き

い
。
作
業
負
荷
を
軽
減
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
働
き
方
改
革
推
進
に
も
大
き
く
寄
与
す
る

と
考
え
て
い
る
」
と
前
薗
課
長
補
佐
は
語
る
。

例
え
ば
、
今
回
取
材
で
現
場
に
立
ち
会
っ

た
日
比
谷
線
仲
御
徒
町
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設

置
工
事
で
は
、
１
３
０
０
０
系
車
両
に
合
わ

せ
て
28
扉
（
１
車
両
４
扉
・
７
両
編
成
）
分

の
ホ
ー
ム
柵
が
お
よ
そ
50
人
が
か
り
で
一
気

に
設
置
さ
れ
た
。
２
枚
で
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な

る
ホ
ー
ム
ド
ア
は
１
開
口
（
１
戸
袋
）
当
た

り
約
６
０
０
㎏
に
も
な
り
、
設
置
前
に
は

ホ
ー
ム
の
補
強
工
事
や
そ
れ
に
伴
う
支
障
処

理
を
済
ま
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
当
日

は
、
ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置
し
、
建
築
限
界
の

確
認
を
行
っ
て
作
業
は
終
了
と
な
っ
た
が
、

追
っ
て
配
線
接
続
や
セ
ン
サ
ー
調
整
、
動
作

の
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
さ
ら
に
緊
急
時
な
ど

の
動
作
確
認
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
で
の
供
用

開
始
と
な
る
。

「
電
気
・
信
号
・
通
信
設
備
や
レ
ー
ル
・

構
築
の
保
守
点
検
な
ど
、
そ
の
ほ
か
の
夜
間

作
業
と
調
整
・
競
合
し
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ホ
ー
ム
ド
ア
設

置
や
ホ
ー
ム
ド
ア
関
連
作
業
に
延
べ
約
28
カ

月
か
か
る
。
そ
の
た
め
１
日
10
分
の
繰
り
上

げ
で
も
、
延
べ
日
数
で
考
え
る
と
大
幅
な
工

期
短
縮
に
つ
な
が
る
」と
宮
田
課
長
は
語
る
。

鉄
道
事
業
は
人
々
が
生
活
を
行
う
上
で
必

要
な
社
会
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
。
安
全
・
安

心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
不

可
欠
と
な
る
施
設
整
備
工
事
や
定
期
的
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
保
守
・
点
検
は
長
年
、
電
車

が
走
行
し
な
い
夜
間
の
数
時
間
に
作
業
を

行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
社
会
全
体
が
変
容

す
る
中
で
、
現
場
の
状
況
も
変
わ
り
つ
つ
あ

り
、
現
場
作
業
に
お
け
る
課
題
に
も
目
が
向

け
ら
れ
、
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
現
場
作
業
に
当

■終電繰り上げ後の夜間作業時間確保の例（作業用車両を利用した工事の例）
終電 き電停止・線路閉鎖

30分（平均） 30分（平均）
終電繰り上げ前60～100分

終電繰り上げ後70～ 110分（＋10分）15分（平均） 15分（平均）

き電開始 初電線路閉鎖解除
保守・工事時間が
約10～16％増作業場所への移動 作業場所からの移動作業準備 実作業 現地片付け

左／バラスト撤去・防振まくらぎ敷設工事　上／レール削正
車　下／線路の安全性を点検する徒歩巡回　右／剛体電車
線トロリ線張替作業　（写真提供：東京メトロ）
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特集：ニューノーマル・ウィズコロナの鉄道輸送とサービス
［新しい取り組みに果敢に着手する鉄道事業者の「いま」］

た
る
建
設
業
界
の
深
刻
な
労
働
力
不
足
で
あ

る
。
日
本
全
体
の
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す

る
中
で
、
特
に
建
設
業
界
は
就
業
人
口
の
高

齢
化
が
進
み
、
事
業
の
継
続
や
次
世
代
へ
の

技
能
継
承
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
慢
性
的

な
人
手
不
足
の
主
な
原
因
と
し
て
、
夜
間
・

土
休
日
の
労
働
や
週
休
２
日
制
が
導
入
し
き

れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
こ
れ
も
若
い
世

代
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

「
こ
の
10
年
間
で
建
設
業
に
関
わ
っ
て
い

る
人
は
１
割
減
少
し
、
２
０
２
５
年
に
は
10

年
前
に
比
べ
て
44
万
人
減
少
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
当
社
は
現
在
こ
そ
作
業
従
事
者
の

確
保
に
苦
労
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

業
界
の
状
況
を
考
え
る
と
将
来
的
な
課
題
と

考
え
て
い
る
」（
前
薗
課
長
補
佐
）

東
京
メ
ト
ロ
を
含
め
た
首
都
圏
の
鉄
道
事

業
者
は
、
終
電
を
繰
り
上
げ
、
夜
間
の
作
業

時
間
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
作
業
に
従
事
す

る
人
々
の
負
荷
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
。

　新
た
な
技
術
開
発
等
で
生
産
性
向
上

夜
間
作
業
に
限
ら
ず
、
現
場
作
業
に
お
け

る
働
き
方
改
革
は
、
新
た
な
技
術
の
開
発
や

導
入
に
よ
っ
て
も
推
進
さ
れ
、
生
産
性
の
向

上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
例
が
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
で
、
東

京
メ
ト
ロ
で
は
２
０
２
０
年
２
月
よ
り
半
蔵

門
線
の
施
設
で
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。
従

来
は
目
視
で
行
っ
て
い
た
ト
ン
ネ
ル
内
構
造

物
の
劣
化
や
亀
裂
な
ど
の
状
態
確
認
を
す
る

検
査
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

高
い
場
所
な
ど
目
視
が
難
し
い
場
所
も
効
果

的
に
確
認
し
、
よ
り
高
度
な
検
査
が
可
能
に

な
っ
た
。

さ
ら
に
、
将
来
に
向
け
て
は
、
画
像
認
識

技
術
や
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
っ
て
、
操
縦
者
を
必

要
と
せ
ず
、
非
Ｇ
Ｐ
Ｓ
環
境
下
で
も
稼
働
す

る
自
律
飛
行
型
の
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
に
着
手

し
て
い
る
。
通
常
の
ド
ロ
ー
ン
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
電

波
に
よ
っ
て
現
在
位
置
を
確
認
し
て
飛
行
操

作
を
行
う
が
、
こ
の
ド
ロ
ー
ン
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
信

号
が
受
信
で
き
な
い
地
下
空
間
に
お
い
て
、

撮
影
し
た
画
像
を
高
速
処
理
す
る
こ
と
に
よ

り
壁
や
地
面
の
情
報
を
抽
出
し
、
ド
ロ
ー
ン

の
姿
勢
変
化
や
移
動
距
離
を
計
算
す
る
。
ま

た
、
障
害
物
と
の
衝
突
を
回
避
し
な
が
ら
飛

行
し
、
複
雑
な
構
造
の
地
下
鉄
ト
ン
ネ
ル
内

で
は
非
常
に
有
効
な
技
術
と
な
る
。

設
備
状
態
監
視
（
Ｃ
Ｂ
Ｍ※

）
の
導
入
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
設
備
や
車
両

の
状
態
に
つ
い
て
人
が
定
期
的
に
現
地
に
足

を
運
ん
で
確
認
し
て
い
た
も
の
を
、
セ
ン

サ
ー
等
に
よ
っ
て
計
測
す
る
こ
と
で
、
保
守

点
検
の
効
率
化
を
図
る
。
限
ら
れ
た
人
員
で

設
備
を
保
守
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

終
電
繰
り
上
げ
に
よ
る
夜
間
作
業
時
間
拡

大
の
具
体
的
な
効
果
に
つ
い
て
は
現
在
分
析

中
で
あ
る
が
、
新
し
い
技
術
の
導
入
を
含
め

て
、
安
全
性
や
生
産
性
の
向
上
、
作
業
従
事

者
の
負
荷
軽
減
や
休
日
の
確
保
な
ど
を
目
的

に
、
こ
れ
ま
で
の
「
働
き
方
」
が
見
直
さ

れ
、
改
善
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

鉄
道
事
業
の
夜
間
作
業
は
コ
ロ
ナ
禍
を
契

機
に
課
題
解
決
に
向
け
て
新
た
な
局
面
に

入
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

※ＣＢＭ：Condition Based Maintenance

ホームドア積み込み
08：30	 	17日朝、竹ノ塚検

車区にて日比谷線回
送車両にホームドア
を積み込む。

	 	積み込み終了後、回
送車両は千住検車区
に移動、留置。

1

ホームドア搬入
01：05	 	ホームドアを搬入す

る回送車両が千住車
両基地を出発。

01：15	 	回送車両が仲御徒町
駅に到着。

2

ホームドア積み下ろし
01：15	 	車両からホーム上へ、

ホームドア（28扉）
を搬出する。

	 	車両に積んだすべて
のホームドアを下ろ
した後、車両の点検
を行う。

3

建築限界測定
＜所要作業時間：約30分＞
02：50	 	列車とホームドアに

十分な離隔があるこ
とを確認する。

	 	車掌側から専用の測
定器を使い、列車の
安全な走行が確保さ
れているか、計測する。

03：30　終電から約3時間30分、ホームドア設置工事が完了。

6

ホームドア設置（ホーム上）
＜ホームドアの積み下ろしと設置の
所要作業時間：約55分＞
01：35	 	積み下ろしが済んだ

車掌側から、ホーム
ドアの設置を開始。

	 	設置位置を確認しな
がら、ホーム上の土
台にホームドアを設
置していく。

4

ホームドア設置（ホーム下）
＜所要作業時間：約20分＞
02：42	 	回送車両が車両基地

へ出発。
02：45	 	ホーム下からホーム

ドアと土台をボルト
で固定していく。

5

ホームドア設置工事ホームドア設置工事
日比谷線 仲御徒町駅Ａ線（中目黒方面行き） （2021年 9月17日〈金〉終電後）日比谷線 仲御徒町駅Ａ線（中目黒方面行き） （2021年 9月17日〈金〉終電後）


